
福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

おいで康　旬菜鮮魚と炭火焼

産地消にこだわり、越前海岸の漁師から直接仕
入れた旬な魚介料理が自慢の「おいで康」。福井

のそば粉を使ったこだわりのおろし蕎麦は、清々しい
喉越しの蕎麦としっかり目の出汁のバランスが光る
一品。看板メニューである獲れたての地魚を盛り込ん
だ海鮮丼のセットは、地元民に愛される人気の組み合
わせ。落ち着いた店内は地酒も豊富に揃っているの
で、お酒の〆にもぴったりの組み合わせ。

税込1,900円

税込2,250円

◉海鮮丼＆おろしそばセット　税込1,606円

おろしそば、梵 ときしらず
160ml、かれいのするめ

めん房つるつる　江戸店

HPはこちら

住　　所：福井市堀ノ宮 1丁目325
電話番号：0776-28-0828
定 休 日：月曜日
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◉焼き鯖寿司と越前おろし蕎麦　税込1,280円

HPはこちら

住　　所：福井市御幸 4-20-5
電話番号：0776-23-6045
定 休 日：不定休

井の名物である「焼き鯖寿司」×「おろしそば」
のセット。石臼挽きの風味豊かなそば粉から丁

寧に打ち上げる蕎麦は、程よい歯応えが絶妙。先代か
ら受け継がれている「二皿盛り」のスタイルは、一度に
お出汁をかけてしまうと食べ終わる前にのびてしま
うため、食べる直前にお出汁をかけることで、最後の
一口まで味わいを楽しめる心遣い。福井県産「いちほ
まれ」の旨味とショウガ・大葉がこだわりの焼き鯖寿
司とご一緒に。
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跡地は戦後に開拓され農地化された。
工事記念碑が建立されている▶︎

▲戦後間もない頃の空撮には飛行
　場跡が見て取れる

（昭和 23年、国土地理院）

開拓記念碑の一角に「陸軍飛行場跡」
を示す石碑が建立されている　　▶︎

　

昭
和
18
年
、
陸
軍
は
坂
井
郡
加
戸
村
池

上
か
ら
芦
原
町
舟
津
に
か
け
て
の
丘
陵
地

帯
に
、
飛
行
場
建
設
を
決
め
、
４
月
18
日
、

池
上
・
舟
津
・
二
面
の
三
区
の
区
長
に
通
知
。

21
日
に
は
芦
原
温
泉
街
の
西
南
に
在
る
福

原
劇
場
に
関
係
者
を
集
め
、
こ
の
地
区
一

帯
で
の
飛
行
場
建
設
を
告
知
し
、
半
強
制

的
に
買
収
承
諾
の
捺
印
を
迫
り
、
翌
日
か

ら
測
量
お
よ
び
地
上
物
件
の
調
査
を
始
め

た
。
地
目
ご
と
に
買
収
価
格
が
定
め
ら
れ
、

５
月
に
入
る
と
交
渉
終
了
地
か
ら
郷
組
（
本

社
：
大
垣
市
、
郷
宗
二
代
表
）
の
請
負
で

整
地
が
始
ま
っ
た
。
一
帯
は
松
林
や
谷
な

ど
起
伏
の
激
し
い
場
所
も
あ
っ
た
が
、
作

業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。

　

芦
原
飛
行
場
は
、
陸
軍
が
国
内
で
初
め

て
重
機
を
用
い
て
飛
行
場
整
備
の
試
験
を

行
っ
た
場
所
で
排ブ
ル
ド
ー
ザ

土
車
や
削キ
ャ
リ
オ
ー
ル

土
機
も
導
入

さ
れ
た
。
し
か
し
、
作
業
員
は
操
作
に
不

慣
れ
で
、
保
守
技
術
も
不
足
し
、
結
果
的

に
は
人
力
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。
試
験

は
郷
組
と
軍
が
中
心
で
行
な
わ
れ
、
早
期

に
断
念
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

５
月
27
日
に
は
演
習
用
に
５
０
０
ｍ
の
短

い
滑
走
路
を
造
成
し
、
九
七
式
戦
闘
機
に
よ

る
離
着
陸
試
験
が
行
わ
れ
た
。
６
月
に
は
飛

行
場
の
総
設
計
が
完
了
し
、
陸
軍
航
空
本
部

経
理
部
三
国
工
事
本
部
が
設
置
さ
れ
、
８
月

以
降
、
本
格
的
な
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
芦

原
小
学
校
に
は
飛
行
場
開
設
に
伴
う
部
隊
の

宿
所
が
設
置
さ
れ
、
作
業
員
の
入
浴
用
に
温

泉
施
設
も
提
供
さ
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
労
力
奉
仕
に
よ
る
人
海
戦

術
で
、
夜
間
の
み
な
ら
ず
、
土
木
工
事
に
は

不
適
切
な
北
陸
の
冬
期
に
も
作
業
が
続
け
ら

れ
た
。地
元
で
は
、鍬
や
シ
ャ
ベ
ル
、手
押
車
、

ト
ロ
ッ
コ
な
ど
の
道
具
を
使
い
、
工
事
を
進

め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
重
機
の
使
用

に
関
す
る
記
録
は
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

19
年
春
に
は
、
南
北
延
長
１
８
０
０
ｍ
、

幅
３
０
０
ｍ
の
主
滑
走
路
が
完
成
し
、
引
き

続
き
こ
れ
と
東
西
に
斜
交
す
る
副
滑
走
路
建

設
が
始
ま
っ
た
が
、
戦
局
が
急
迫
し
、
米
軍

に
よ
る
本
土
空
襲
が
予
想
さ
れ
る
な
か
中
断

さ
れ
、
防
護
施
設
や
運
用
施
設
の
建
設
が
優

先
と
な
り
、
掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
は
、
福
井
中
学
、
三
国
中

学
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
生
徒
が
動
員
さ

れ
、
周
辺
地
域
や
職
域
、
官
衛
等
の
団
体
も

勤
労
報
国
隊
を
編
成
し
て
従
事
し
た
。

　

19
年
12
月
の
東
南
海
地
震
後
、
戦
闘
機
約

40
機
が
退
避
し
、
20
年
４
月
に
は
浜
松
か
ら

百
式
重
爆
撃
機
10
機
が
進
出
し
、
東
尋
坊
沖

で
の
洋
上
飛
行
訓
練
で
は
「
跳
ち
ょ
う
ひ
だ
ん

飛
弾
爆
撃
訓

練
」
も
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
20
年
７
月
の
福
井
空
襲
で
は
、

生
徒
や
県
民
が
献
身
的
な
労
力
作
業
に
従
事

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芦
原
飛
行
場
か
ら

は
迎
撃
の
た
め
に
１
機
も
出
動
す
る
こ
と
な

く
、
市
内
は
敵
機
に
蹂じ
ゅ
う
り
ん躙
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。そ
し
て
８
月
15
日
の
終
戦
を
迎
え
、

飛
行
場
も
廃
止
と
な
っ
た
。（

文　

奥
山
秀
範
）


